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実際に現地に出て、確認してみよう！ 
 

 箕面駅周辺の状況を、みなさん自身の目で改めて確認してみましょう。 
 現地を回る前に、デジカメ撮影担当（各グループ１名）を決めてくださいね。 
 現地では、グループ毎にまとまって行動して下さい。各自の気になったところをカ
メラ担当者に伝えて、写真に収めてくださいね。 

 各グループで、歩くコースは自由に決めてください。 
ただし・・・ 
① 駅前広場 
② 駐輪場 
③ 駐車場 
④ アーケード 
の４つのうち、２つは必ず立ち寄って、状況をチェックしてください。 
 
それと、検討範囲の北端（阪急箕面駅）と南端（府道箕面池田線：メイプル通り）

は行くようにしてください。 
あとは、検討範囲内のどこを見てもらっても結構です。 

 
 確認結果の発表を、１６：１５から開始します。遅くともそれまでに、会場（フリ
ースペース）に戻ってきてください。（ギリギリだと、休憩が無くなるよ！） 

 
 現地で確認すべきポイント 
現地では、以下のヒントをもとに、現在どのような状況なのか、どうあるべきなの

か、チェックしてみてください。 
 

ヒント：①駅前広場自体の様子 

・ 自動車・歩行者は安全？ 

・ 様々な施設・モニュメントなどのデザインや位置は？ 

・ スペースの取り方はいいかな？ 

・ 使いやすい場所になっている？ 

②市営駐車場・駐輪場の様子 

・ 沿道の景観にマッチしている？ 

・ 使いやすい？ 

・ 人や車の動線は？ 商店街や駅へ行きやすい？ 

③アーケードの様子 

・ 色、デザイン・形、高さ、規模は？ 

・ 統一感は？ 

・ 地域に合っている？ 

 



④街路・道路の様子 

・ 舗装は？ 

・ 段差は？ 

・ 歩きやすい？ 

・ 緑は十分かな？ 

⑤全体的な景観、街なみの様子 

・ 周辺の街なみは？統一感ある？ 

⑥利用者の様子、ごみの様子、維持管理の様子 

・ キレイに利用されている？ 

・ 補修や管理は行き届いている？ 

・ 放置自転車や違法駐車は？ 

 

また、どんなことに利用できるのが良いか？どんな場所であるべきか？ 
みなさんのそれぞれの意見や考えを現地確認マップに書き込んでみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地で確認したことを、みんなで共有！ 
 

 会場に戻ってきたら、各自、確認した結果を整理し、特に良かったところ、気にな
ったところを１点ずつピックアップしてみてください。 

 実際に現地で撮影したデジカメ画像などを見ながら、各自がピックアップした点を
発表しましょう。 

 現地に出て、改めて確認した感想や要望についても話してみてくださいね。 
 箕面駅周辺は、どうあるべきでしょうか？状況は、把握できましたか？ 

 
お茶でも頂きながら、みんなの意見に耳を傾けてみましょう！ 

駅前広場は、み

んなが憩える場

所であって欲し

い！ 

駐車場の外観が

悪い！ 
シンボルロードら

しくキレイに！ 

舗装はキレイ！ 
でも、自転車や

自動車が入り乱

れて歩きにくい！

本通りで流れるＦ

Ｍラジオの放送

がｇｏｏｄ！ 
 



 

～ 次回のワークショップは？ ～ 

 次回は、まず最初に、今回の現地確認の結果を改めて整理します。 
 みなさん、忘れずに今日の資料を持ってきて下さいね！ 
 書き込みボードは、一旦、事務局でお預かりします。次回に、各自へ返却します。 
 整理した後に、箕面駅周辺は、 
「どのようなまちであるべきか？」 
「どのようなことができたら良いか？」 
を話し合います。 

 次回までに、みなさんがイメージする「まちの姿」を考えておいて下さいね。 
 
  次回は、    月    日（   ）   ：   ～   ：   
  箕面駅のまわりは、 
「こんなまちだったら良いのになぁ・・・  こんなことができたら良いのになぁ・・・」 

 
                                         
 
                                         
 
                                         
 
                                         

 
 
 

～ワークショップの約束事（これだけは守ろう）～ 

その１… ワークショップは、参加者どうしが対等な立場で話し合ったり、学んだり、 
作業したりする「場」です。 
「みんなで協力して進む」気持ちを大切にしましょう。 

その２… 積極的に楽しむことが大切です。 
「楽しむ心は、創る心」です。まじめな遊び心を全開にしてみましょう。 

その３… リラックスです。無理に背伸びをせずに、等身大の「今のあなたのまま」で、

あなた自身の「想い」や「考え」を伝えましょう。 
その４… 思ったことやわからないことは、どんどん発言しましょう。あなたの一言が新

しい「気づき」につながり、話し合いを面白くしたり、より良いアイディアのき

っかけになるかもしれません。 
その５… 他の人の意見もしっかり聞きましょう。他の人の意見を聞くことで、自分の中

に新しいアイディアが生まれることにもつながります。 


